


明日への希望　ーソフトとハードの「支え合い」をデザインー
私たちは、５つの回復期リハビリテーション病院（病棟）を設計してきました。共通して取り組んできたこと

は、周辺環境をいかし、スタッフ、患者、そしてご家族が支え合いながら、患者が明日へと生きる希望や意欲

を取り戻してゆく場を作り出すことです。また、オーナー様の要望をしっかり取り込みながら、機能的で個性

があり、患者様はもとよりスタッフにもご満足いただける病院づくりをお手伝いいたします。

　回復期リハビリテーション病院に与えられ
た使命は、一度病に倒れた患者に、再び社会
生活を送る意欲と希望を持ってもらうことに
あります。私たちが設計したリハビリテーシ
ョン病院は患者個人や地域の生活圏とつなが
りをもった計画としています。
　そのため、敷地条件は一つとして同じもの
がありません。私たちはオーナー様と打ち合
わせを重ねながら、その土地でしか生み出せ
ない価値を病院に織り込んでゆきます。

ex:初台リハビリテーション病院
不整形な敷地ながら、要にスタッフステーシ
ョンを設けて３方向へ均質なアクセスをとる
バランスのよい平面計画を実現

病室内の家具は転倒による事故をさけるため
に突起物を排しています。また、つかんだり
、引っ張ったりする力が衰えていても、扉の
開け閉てができるように工夫しています。

最大２４mの無柱空間と外部に開かれたリハ
ビリテーション室。

ex:あづまリハビリテーション病院と初台リハビリテ
ーション病院の比較

ex:あづまリハビリテーション病院病室家具
２階はスタッフ階であり、要の位置に重要な
コミュニケーションの場を提供しています。

ex:長崎リハビリテーション病院　サロン

ex:初台リハビリテーション病院

ex:あづまリハビリテーション病院

ex:光風園病院

食堂となることはもとより、70席程度の会議
室にも転用できるしつらいです。

ex:鵜飼リハビリテーション病院　サロン

天窓からのお日様の光が職員の顔を明るく見
せます。活気のある病院づくりに役立ちます

ex:光風園病院スタッフステーション

ex:光風園病院リハビリテーション室

ex:長崎リハビリテーション病院屋上庭園

ex:鵜飼リハビリテーション病院と光風園病院の　　
　トイレ比較

集中型トイレ配置 分散型トイレ配置

鵜飼リハ 光風園病院

敷地奥行きがある町家由来の町割りを生かし
てリハビリテーションに役立つ回遊性と、ス
タッフ詰所まわりの豊かなスペースを実現

敷地の高低差を生かし、リハビリテーション
の場に接地性をもたせ、病棟からは美しい四
季折々の景色を堪能できるように計画。
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ex:光風園病院
   回復期リハビリテーション病棟　

リハビリテーション室

　日常生活にもどるための一歩として、排泄
が自分でできるようになることが大きな目標
となります。一方、トイレは完全なプライベ
ート空間です。その中で転倒による事故や、
使いにくい介助具で自立が遅れるようなこと
があってはいけません。私たちは使いやすく
安全なトイレを、実際に介護にあたるスタッ
フとモデルを用いて検証しています。使い手
と介助者が使い方を相互理解できる個別解が
それぞれの病院に根付いています。

　トイレまで移動することがリハビリテーシ
ョンです。私たちはスタッフのご意見を伺い
ながら、トイレを病棟の中に分散、集中配置
するかを検討します。スタッフの意見に根ざ
した「トイレネットワーク」の構築はリハビ
リテーション病院計画の要諦といえます。

　昨今、様々な介助具が開発され、トイレを
使いやすいものにしています。そういったも
のを一つ一つ検証しながら、病院にとって本
当に必要な器具を取り入れてゆきます。

　患者にとって、２、３ヶ月の間は病院が生
活の場です。病院での活動すべてが患者にと
ってはリハビリテーションです。スタッフは
患者の自立を暖かく見守り、支えてゆく存在
です。そんな理想をつつむ場は、機能性や合
理性が前面に押し出された場ではなく、さり
げない佇まいのなかに見守り視線や、自立の
ための工夫がちりばめられているような場の
ほうが心地よい、という発想が私たちのリハ
ビリテーション病院づくりの原点です。

回復期リハビリテーション病院では複数のス
タッフが一人の患者に対して、それぞれの専
門分野をもって協力なチームを組織し、支え
る点が特徴です。従って連携がとれた医療行
為を施すためには、スタッフ同士のコミュニ
ケーションの場を用意することが重要です。
これは、スタッフ専用の場所を用意するとい
うことだけではなく、病院全体で、スタッフ
同士が声を掛け合いやすい環境をつくること
が重要と考えています。

　患者はリハビリテーションを重ねて、また
社会へと戻ってゆきます。病院は隔絶された
場所ではなく、大きなデザインのストーリー
をもって、社会、ひいては自然環境とつなが
りをもって欲しいとのオーナー様の理想をさ
りげなく表現してゆきたいと考えています。
　決して華美なものではなく、日常生活の中
でそれとなく醸し出される心地よさを建物の
中に織り込んでゆきたいと考えています。

岡田新一設計事務所のリハビリテーション病院づくり

２　生活の場作りとトイレ ３　リハビリテーション空間 ４　働く場としての病院 ５　社会とつながる１　環境から建築を紡ぎだす

ー都心の不整形な土地につくる ートイレネットワーク ー病室内・家具の扉

ー見通しのよいワンルーム

ー屋上庭園

ースタッフコミュニケーションの場 ー裏通りをつくらないカラフルな壁

ー光のコントロール

ー大海原に続く水の流れと木々のそよぎ

ースタッフ同士の学習の場

ー気持ちよく働ける場

ー介助具とその使いこなし方を検証

ー町割りにあわせてつくる

ー山あいの斜面につくる
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